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行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
一
号

　
　
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

　
　
　
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

別
表
第
一
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
二　

知
事
又
は

　

教
育
委
員
会

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
就
学
支
援
金
の
支

給
に
準
じ
て
行
う
高
等
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
専
攻
科

（
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
攻
科
を
い
う
。
）
の
生
徒
に
対

す
る
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
高
等
学
校
専
攻
科
修
学

支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の

　

別
表
第
三
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
二　

私
立
の
高

　

等
学
校
の
設
置
者

高
等
学
校
専
攻
科
修
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
二
号

　
　
　

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
大
分
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
十
六
項
」
を
「
第
二
条
第
十
七
項
」
に
、
「
施
行
規
則
第
九

条
の
二
第
七
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
十
七
条
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
「
又
は
各

連
結
事
業
年
度
分
」
を
削
る
。

　

附
則
第
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
」
及
び
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業

年
度
分
」
及
び
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
連
結
事
業
年
度
」
及
び

「
又
は
当
該
連
結
事
業
年
度
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
」
、
「
又
は
個
別
帰

（
条
例
）
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二

属
法
人
税
額
」
、
「
又
は
当
該
連
結
事
業
年
度
」
及
び
「
又
は
前
連
結
事
業
年
度
分
」
を
削
り
、
「
又
は
前

連
結
事
業
年
度
の
」
を
「
の
」
に
改
め
る
。　
　

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

　

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一　

附
則
第
十
七
条
の
改
正
規
定
（
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
分
」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
附
則

　
　

第
十
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定　

令
和
四
年
四
月
一
日

　

二　

第
五
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定　

大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二

　
　

年
法
律
第
三
十
九
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

　

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
税
条
例
の

　

規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
号
施
行
日
」

　

と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第

　

八
号
。
以
下
「
所
得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
（
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
一
条

　

第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四

　

号
。
以
下
「
四
年
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
二
号
の
七
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下

　

「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に

　

規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
一
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を

　

除
く
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３　

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
一
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親

　

法
人
事
業
年
度
が
一
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
一
号
施

　

行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業

　

年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
一
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た

　

連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に

　

よ
る
改
正
前
の
大
分
県
税
条
例
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

　

る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
三
号

　
　
　

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
大
分
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
ロ
中
「
、
監
査
委
員
又
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
」
を
「
又
は
監
査
委
員
」
に
改

め
、
同
号
ハ
中
「
収
用
委
員
会
の
委
員
」
の
下
に
「
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
附
則
第
十
五
条
第
二
項

　

の
規
定
に
よ
り
在
任
す
る
も
の
と
さ
れ
た
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員
に
係
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

　

免
責
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
四
号

　
　
　

大
分
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
（
平
成
十
四
年
大
分
県
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
の
四
の
項
中
「
（
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
九
十
四
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
（
漁
業
法
第
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を

削
り
、
同
表
の
五
の
項
中
「
（
漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
第
九
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
五
号

　
　
　

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
条
例
）



令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
報
号
外

三

　

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
の
十
五
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
二
号
中
⒁
を
削
り
、
⒂
を
⒁
と
し
、
⒃
か
ら
⒅
ま
で
を
⒂
か
ら

⒄
ま
で
と
し
、
⒆
を
削
り
、
⒇
を
⒅
と
し
、

（21）
か
ら

（23）
ま
で
を
⒆
か
ら

（21）
ま
で
と
し
、

（24）

を
削
り
、

（25）

を
（22）

と
し
、

（26）

か
ら

（30）

ま
で
を

（23）

か
ら

（27）

ま
で
と
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

美
し
く
快
適
な
大
分
県
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

大
分
県
条
例
第
三
十
六
号

　
　
　

美
し
く
快
適
な
大
分
県
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

美
し
く
快
適
な
大
分
県
づ
く
り
条
例
（
平
成
十
六
年
大
分
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
号
た
だ
し
書
中
「
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
二
号
）
附
則
第
一
条
第

二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
中
小
企
業
事
業
資
金
調
達
支
援
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
七
号

　
　
　

大
分
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
中
小
企
業
事
業
資
金
調
達
支
援
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年

　

法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
い
う
。
）

　

及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
に
よ
り
そ
の
経
営
に
影
響
を
受
け
た
県
内
の
中
小
企
業
者
（
中
小

　

企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

（
条
例
）

　

す
る
者
を
い
う
。
）
が
負
担
す
る
保
証
料
（
知
事
が
別
に
定
め
る
資
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
軽
減

　

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
資
金
の
調
達
を
支
援
す
る
た
め
、
大
分
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

応
中
小
企
業
事
業
資
金
調
達
支
援
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。

　

（
基
金
の
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

　

る
。

　

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
こ
の
基
金
に
編
入

　

す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
五
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を

　

定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
処
分
）

第
六
条　

知
事
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
基

　

金
の
全
部
又
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
産
業
振
興
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
八
号

　
　
　

大
分
県
産
業
振
興
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
大
分
県
産
業
振
興
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

大
分
県
産
業
振
興
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
大
分
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

　

正
す
る
。



令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
報
号
外

四

　
　

第
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項

　

の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

　

（
大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
大
分
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

　

改
正
す
る
。

　
　

第
一
条
第
四
号
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
の
促
進
の
た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の

公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
三
十
九
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例
第
七
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
添
削
指
導
及
び
面
接
指
導
」
を
「
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面

接
指
導
又
は
そ
の
両
方
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
添
削
指
導
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
指
導
」
を
「
、
必
要
に
応
じ

て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両
方
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

訓
練
の
実
施
方
法
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

　
　

は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
指
導
若
し
く
は
面
接
指
導
又
は
そ
の
両

　
　

方
を
行
う
こ
と
。

　

第
十
条
第
一
号
中
「
、
長
期
養
成
課
程
又
は
短
期
養
成
課
程
（
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
に
係

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
及
び
「
（
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成
訓
練
に
あ

っ
て
は
、
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
関
し
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
と
職
業
能

力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め
る
者
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
短
期
養
成
課
程
の
指
導

（
条
例
）

員
養
成
訓
練
を
修
了
し
た
者
（
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
に
係
る
短
期
養
成
課
程
に
あ
っ
て
は
、

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す

る
知
識
を
有
す
る
と
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め
る
者
又
は
指
定
講
習
受
講
資
格
者
で
あ
っ

て
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
定
め
る
科
目
を
履
修
し
た
者
に
限
る
。
）
又
は
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
中
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か

　

ら
、
第
十
条
の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
以
下

　

「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
及
び

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省

　

令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二

　

十
四
号
。
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
長
期
養
成
課
程
、
短
期
養
成
課

　

程
（
実
務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
（
旧
省
令
第
三
十
六
条
の
六
の
二
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
実
務

　

経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
高
度
養
成
課
程

　

の
指
導
員
養
成
訓
練
を
修
了
し
た
者
（
旧
省
令
第
三
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員

　

養
成
訓
練
に
あ
っ
て
は
、
専
門
課
程
の
高
度
職
業
訓
練
に
関
し
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を

　

有
す
る
と
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
教
育
訓
練
に
関
し
適
切

　

に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
新
条
例
第
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る

　

者
と
、
旧
省
令
第
三
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成
訓
練
を
修
了
し
た
者
（
実

　

務
経
験
者
訓
練
技
法
習
得
コ
ー
ス
に
係
る
短
期
養
成
課
程
に
あ
っ
て
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
技

　

試
験
及
び
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
と
職
業
能

　

力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め
る
者
又
は
指
定
講
習
受
講
資
格
者
で
あ
っ
て
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大

　

学
校
の
長
が
定
め
る
科
目
を
履
修
し
た
者
に
限
る
。
）
の
う
ち
十
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

　

で
あ
っ
て
教
育
訓
練
に
関
し
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
新

　

条
例
第
十
条
第
九
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
四
十
号



令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
報
号
外

五

　
　
　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
停
車
帯
」
の
下
に
「
、
自
転
車
通
行
帯
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
の
車
道
」
の

下
に
「
（
自
転
車
通
行
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
狭
窄
部
」
を
「
狭
窄さ

く

部
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
二
項
中
「
副
道
」
の
下
に
「
（
自
転
車
通
行
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
七
条
第
四
項
中
「
又
は
自
転
車
歩
行
車
道
」
を
「
、
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
自
転
車
通
行
帯
」
に
、

「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
自
転
車
通
行
帯
）

第
八
条
の
二　

自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
（
自
転
車
道
を
設
け
る

　

道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
車
道
の
左
端
寄
り
（
停
車
帯
を
設
け
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
停
車
帯
の
右
側
。

　

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
自
転
車
通
行
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の

　

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
又
は
自
動
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
量
が
多

　

い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
（
自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
及
び
前
項
に
規
定
す
る
道
路
を
除

　

く
。
）
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

　

に
お
い
て
は
、
車
道
の
左
端
寄
り
に
自
転
車
通
行
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ

　

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３　

自
転
車
通
行
帯
の
幅
員
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ

　

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で

　

き
る
。

４　

自
転
車
通
行
帯
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
自
転
車
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
又
は
第
四
種
の
道
路
」
を
「
（
第
四
級
及
び
第
五
級
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
第
四
種
（
第
三
級
及
び
第
四
級
を
除
く
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
道
路
で
設
計
速
度
が
一

時
間
に
つ
き
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
道
路
（
」
を
「
道
路
で

設
計
速
度
が
一
時
間
に
つ
き
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
（
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
第
一
項
中
「
自
転
車
道
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
通
行
帯
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
「
自
転
車
道
」
の
下
に
「
若
し
く
は
自
転
車
通
行
帯
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
に
次

の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
一
・
五
メ

　

ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
駅
前
広
場
等
」
を
「
駅
前
広
場
、
円
形
の
交
差
点
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
二
条
第
三
号
中
「
車
道
」
の
下
に
「
（
自
転
車
通
行
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
一
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
二
条
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
二
第
三
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
河
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
四
十
一
号

　
　
　

大
分
県
河
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
　
改
正
す
る
条
例

　

大
分
県
河
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
大
分
県
条

例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
の
表
の
中
江
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

裏
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設

大
分
市
青
葉
町

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

　

行
す
る
。

　

（
準
備
行
為
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
河
川
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
係
留
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　

る
条
例
第
四
条
第
一
項
及
び
第
七
条
の
許
可
に
関
し
必
要
な
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い

　

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

３　

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

　

に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
一
中

「

（
条
例
）



令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
報
号
外

六

中
江
川
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
等
係
留
施

設

河
川
係
留

施
設
使
用

料

区
画
一

一
月

三
、
〇
〇
〇
円
　

「
区
画
一
」
の

係
留
場
所
の
幅
は

四

メ

ー

ト

ル

と

し
、
「
区
画
二
」

の
係
留
場
所
の
幅

は
五
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。　
　
　
　

区
画
二

一
月

三
、
六
〇
〇
円

」
を

中
川
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト

等
係
留
施
設

河
川
係
留

施
設
使
用

料

区
画
一

一
月

三
、
〇
〇
〇
円

区
画
二

一
月

三
、
六
〇
〇
円

「

裏
川
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト

等
係
留
施
設

河
川
係
留

施
設
使
用

料

区
画
一

一
月

三
、
〇
〇
〇
円
　

「
区
画
一
」
の

係
留
場
所
の
幅
は

四

メ

ー

ト

ル

と

し
、
「
区
画
二
」

の
係
留
場
所
の
幅

は
五
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。　
　
　
　

区
画
二

一
月

三
、
六
〇
〇
円

」
に

中
江
川
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
等
係
留
施

設

河
川
係
留

施
設
使
用

料

区
画
一

一
月

三
、
〇
〇
〇
円
　

「
区
画
一
」
の

係
留
場
所
の
幅
は

四

メ

ー

ト

ル

と

し
、
「
区
画
二
」

の
係
留
場
所
の
幅

は
五
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。　
　
　
　

区
画
二

一
月

三
、
六
〇
〇
円

中
川
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト

等
係
留
施
設

河
川
係
留

施
設
使
用

料

区
画
一

一
月

三
、
〇
〇
〇
円
　

「
区
画
一
」
の

係
留
場
所
の
幅
は

四

メ

ー

ト

ル

と

し
、
「
区
画
二
」

の
係
留
場
所
の
幅

は
五
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。　
　
　
　

区
画
二

一
月

三
、
六
〇
〇
円

　

改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
条
例
第
四
十
二
号

　
　
　

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
正
す
る
条
例

　

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
大
分
県

条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
七
、
〇
六
三
人
」
を
「
七
、
〇
八
五
人
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県

費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
規
定
は
、
令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
条
例
）


